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学
生
が
新
た
に
友
達
を
誘
う
の
で
、
未

信
者
の
参
加
が
多
い
の
が
特
徴
だ
。
そ

の
た
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
参
加
回
数

に
よ
っ
て
異
な
り
、

回
生
は
「
知
る
」
、

1

回
生
は
「
深
め
る
」
、

回
生
は
「
実

2

3

践
す
る
」
と
信
仰
的
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
い
く
。
そ
し
て
参
加
者
は
次
第

に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
あ
こ
が
れ
を
抱
く

よ
う
に
な
り
、

回
受
講
し
た
先
に
は

3

ス
タ
ッ
フ
の
道
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
伝
道
庁
で
は

に
続
い
て
、
修

GAKU

養
会
（
ブ
ラ
ジ
ル
版
の
修
養
科
）
が
開

催
さ
れ
る
日
程
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

回
生
を
修
了
し
、
そ
の
ま
ま
修
養
会

3に
参
加
す
る
学
生
も
少
な
く
な
い
。
伝

道
庁
を
中
心
に
連
携
の
取
れ
た
育
成
体

制
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。 

今
回
の

研
修
会
は
、
伝
道
庁
と
、

HARP

伝
道
庁
か
ら
約

㎞
離
れ
た
レ
シ
ー

2,700

フ
ェ
と
い
う
都
市
に
あ
る
ノ
ル
デ
ス
テ

芳
洋
教
会
の

カ
所
で
行
っ
た
。（
詳
細

2

は
次
項
の
出
向
報
告
に
掲
載
）
特
に
印

象
に
残
っ
た
の
は
、
ノ
ル
デ
ス
テ
芳
洋

教
会
で
の
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
だ
。
参
加

し
た

名
の
内
、

名
が
信
仰
初
代
、

33

19

---------------------------------------------------------------------------------

直
属
学
生
層
育
成
者
講
習
会 

・
牛
込　
　

月

日　

大
教
会　

 

5

2

中
山
祥
吉
委
員
長
出
向

・
東
本　
　

月

日　

大
教
会　

 
5

16

中
山
祥
吉
委
員
長
出
向

・
津
輕　
　

月

日　

大
教
会　

 

5

20

中
山
祥
吉
委
員
長
出
向

・
河
原
町　

月

日　

大
教
会　

 

5

21

東
井
申
雄
副
委
員
長
出
向

・
周
東　
　

月

日　

大
教
会　

 

5

21

清
水
学
委
員
出
向

・
本
島　
　

月

日　

大
教
会　

 

5

22

中
山
祥
吉
委
員
長
出
向

・
中
紀　
　

月

日　

大
教
会 

5

22

越
智
久
輝
副
委
員
長
出
向

・
堺　
　
　

月

日　

大
教
会　

 

5

23

岩
井
大
輔
委
員
出
向

・
西
陣　
　

月

日　

大
教
会　

 

5

23

幸
田
真
生
委
員
出
向

・
佐
野
原　

月

日　

大
教
会　

 

5

23

東
井
申
雄
副
委
員
長
出
向
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1

立教 189 年 学生担当委員会 活動方針 
「真にたすかるこの道を、共に歩もう」

副
委
員
長

越
智　

久
輝

月

日

5

18
日
25

日
26

日
27

月

日

6

4
日
5

日
6

日
8

日
9

学
生
部
部
会 

ま
な
び
ば
チ
ー
ム
会
議 

学
生
連
絡
会 

委
員
会 

例
会 

学
修
部
部
会 

学
修
高
校
の
部
準
備
会
議 

全
体
研
修
会(

～

日) 

28

学
修
係
員
チ
ー
ム
会
議 

委
員
会 

高
校
の
部
研
究
室 

担
当
者
活
動
部
部
会 

学
生
連
絡
会 

大
学
の
部
研
究
室 

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
研
究
室 

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議 

事
務
局
連
絡
会 

ま
な
び
ば
チ
ー
ム
会
議

名
が
非
日
系
人
だ
っ
た
。
親
神
様

24の
教
え
が
、
人
種
や
言
語
、
文
化
、
宗

教
の
壁
を
超
え
て
伝
わ
っ
て
い
る
姿
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
世
界
一
れ
つ
の

陽
気
ぐ
ら
し
を
垣
間
見
た
よ
う
な
気
持

ち
に
な
っ
た
。
現
地
で
に
を
い
が
け
、

お
た
す
け
、
人
材
育
成
に
励
ん
で
こ
ら

れ
た
先
人
た
ち
や
、
現
在
も
海
外
布
教

の
最
前
線
で
尽
力
し
て
い
る
教
友
た
ち

に
、
尊
敬
の
念
を
抱
く
と
共
に
、
大
き

な
勇
み
心
を
も
ら
っ
た
。
ど
こ
に
い
て

も
、
思
い
は
一
つ
。
を
や
の
思
い
に
少

し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
、
布
教
と
育
成

に
努
め
よ
う
と
心
を
新
た
に
し
た
。 

さ
て
、
日
本
で
は
育
成
の
夏
が
や
っ

て
来
た
！
「

学
生
ひ
の
き
し
ん
隊
」

KOG

は
今
年
か
ら
高
校
生
の
募
集
も
再
開
し

た
。
「
学
修
高
校
の
部
」
は
申
込
期
間

が
残
り

ヵ
月
と
な
っ
た
。「
学
生
会

1

夏
季
リ
ー
ダ
ー
の
集
い
」
も
学
生
会
活

動
の
熱
を
持
ち
帰
る
絶
好
の
機
会
だ
。

身
近
な
学
生
に
目
を
向
け
、
精
一
杯
声

か
け
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
！

・
豊
岡　
　

月

日　

大
教
会　

 

5

23
越
智
久
輝
副
委
員
長
出
向

・
中
野　
　

月

日　

大
教
会　

 

5

23

岡
部
晋
輔
委
員
出
向

・
防
府　
　

月

日　

大
教
会　

 

5

23

松
森
芳
夫
委
員
出
向

・
治
道　
　

月

日　

大
教
会　

 

5

24

中
山
祥
吉
委
員
長
出
向

・
中
背　
　

月

日　

大
教
会　

 

5

24

岩
井
大
輔
委
員
出
向

《
立
教

年

月

日
付
》 
189

5

25

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】 

・
村
田
忠
道
（
郡
山
・
龍
伊
勢
） 

・
山
中
清
明
（
蒲
生
・
三
ツ
木
） 

・
藤
本
知
洋
（
防
府
・
都
山
） 

・
川
田
正
幸
（
白
羽
・
千
幡
） 

---------------------------------------------------------------------------------

飛
行
機
を
乗
り
継

ぎ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
経

由
で
片
道

時
間
。 

46

地
球
の
反
対
側
は
遠
か
っ
た
が
、
同
じ

志
を
持
つ
多
く
の
教
友
た
ち
と
出
会
っ

た
。

月
中
旬
、
ブ
ラ
ジ
ル
伝
道
庁
の

5

学
生
層
育
成
者
講
習
会
と

研
修
会
に

HARP

出
向
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

ま
ず
初
め
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
学
生
層

育
成
の
現
状
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
毎
年

月
、
夏
休
み
を

1

利
用
し
て
学
生
生
徒
講
習
会
（
ブ
ラ
ジ

ル
版
の
学
修
）
、
通
称
「

」
が
開
催
さ

GAKU

れ
て
い
る
。対
象
は

～

歳
の
学
生
。

15

20

日
本
の
学
修
と
同
じ
よ
う
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
主
体
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
構

成
で
、
楽
し
み
な
が
ら
教
え
に
触
れ
ら

れ
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

日
間
に

5

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
今

年

月
の
参
加
者
は
、
学
生

名
、
ス

1

174

タ
ッ
フ

名
と
規
模
も
大
き
い
。
参
加

99

し
た
学
生
同
士
が
と
て
も
仲
良
く
な
り
、

満
足
し
て
帰
る
た
め
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多

い
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は

が
学
生
の
信
仰

GAKU

の
入
口
に
も
な
っ
て
い
て
、
参
加
し
た

「

ビ

バ
　

ブ

ラ

ジ

ル

！

」

《
立
教

年

月

日
～

月

日
》 

189

5

16

6

15

----------------------------------------------------------------------



学生生徒修養会 高校の部 送迎実施一覧 

「学生生徒修養会 高校の部」において、系統を問わず受講生の送迎を行う予定の教区・

直属を報告いたします。各教区・直属の送迎担当者の連絡先を掲載していますので、詳細

につきましては送迎担当者と直接打ち合わせていただきますようお願いいたします。  
 都道府県 教区・直属 送迎担当者 連絡先

 
埼玉 秩父大教会

野口　英一

担当者の連絡先は 

学生担当委員会事務局まで 

お問合せください

 中畝 康博

 東京 東本大教会 渡辺 茂紀

 福井 福井教区 味美　廣規

 福岡 朝倉大教会 古川 久和

 福岡 西海大教会 阿部 理生

-------------------------------------------------------------------------------

　 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            

で
の

名
が
参
加
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
普
段
の
何
気
な
い
日
常
も
、
す
べ

33

て
親
神
様
の
ご
守
護
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
」
「
十
全
の
守
護
が
互
い
に
深
く

関
連
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
特
に
十
全
の
守

護
に
触
れ
る
グ
ル
ー
プ
タ
イ
ム
が
好
評
だ
っ
た
。こ
の
グ
ル
ー
プ
タ
イ
ム
は
カ
ー

ド
や
大
判
資
料
の
制
作
な
ど
の
準
備
を
要
す
る
が
、
十
全
の
守
護
に
触
れ
ら
れ

る
教
材
を
残
せ
た
こ
と
も
一
つ
の
成
果
だ
と
思
う
。 

　

現
地
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
学
生
担
当
委
員
会
の
谷
尾
委
員
長
を
は
じ
め
委
員
の

皆
様
。
伝
道
庁
の
皆
様
。
誠
輝
ブ
ラ
ジ
ル
教
会
の
皆
様
。
ノ
ル
デ
ス
テ
芳
洋
教

会
の
皆
様
。
ご
参
加
下
さ
っ
た
皆
様
。
日
本
か
ら
最
も
遠
い
国
で
、
同
じ
志
を

持
つ
多
く
の
教
友
た
ち
と
出
会
い
、
交
流
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し
く
、

大
き
な
勇
み
を
頂
い
た
。
多
く
の
方
々
の 

真
実
の
お
か
げ
で
無
事
に
ご
用
を
つ
と
め 

る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て 

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。  

期
日
：
立
教

年

月

日 

189

7

25

時
間
：

時

分
受
付　

時
開
始 

15

30

16

会
場
：
東
右
第
四
棟

階
講
堂 

4

  

直
属 

・
小
南
部　
　

月

日　

大
教
会 

7

22

   

去
る

月

日
、
教
庁

階
講
堂
に
お
い
て

5

25

4

「

月
例
会
」
を
開
催
。
出
席
は

教
区
、 

5

32

直
属
。 

96

 

教
区
学
生
層
育
成
者
講
習
会 

・
宮
崎　
　

月

日　

教
務
支
庁　

 

5

1

清
水
学
委
員
出
向

・
愛
知　
　

月

日　

教
務
支
庁　

 

5

31
中
山
祥
吉
委
員
長
出
向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　

月

日
に

研
修
会
事
前
研
修
、

日
に

研
修
会
、

日
に
学
生

5

8

HARP

9

HARP

10

層
育
成
者
講
習
会
、

日
に
ノ
ル
デ
ス
テ
芳
洋
教
会
で
の

研
修
会
を
行
っ

11

HARP

た
。 巻

頭
言
の
続
き
に
な
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は

参
加
後
、
い
か
に
伝
道
庁

GAKU

や
教
会
に
つ
な
が
っ
て
も
ら
う
か
が
課
題
だ
そ
う
だ
。
来
年
の

回
生
の

GAKU
3

狙
い
と
し
て
は
、
「
お
つ
と
め
の
ご
守
護
の
源
で
あ
る
元
の
理
を
学
び
、
お
つ

と
め
の
大
切
さ
を
知
っ
て
、
今
後
も
伝
道
庁
や
教
会
に
つ
な
が
り
、
月
次
祭

の
参
拝
や
お
つ
と
め
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
思
い
を

聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
今
回
の

研
修
会
で
は
、
そ
れ
ら
の
狙
い
を
も
と
に
、

HARP

「
お
つ
と
め
」
を
テ
ー
マ
に
、

つ
の
グ
ル
ー
プ
タ
イ
ム
を
構
成
し
、
来
年

3

の

に
向
け
た
参
考
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。 

GAKUメ
イ
ン
の
グ
ル
ー
プ
タ
イ
ム
「
こ
ち
ら
、
あ
た
り
ま
え
研
究
所
」
で
は
、

ト
ラ
ン
プ
の
神
経
衰
弱
の
よ
う
な
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
親
神
様
の
十
全

の
守
護
に
触
れ
、
次
に
、
普
段
の
生
活
の
中
で
、
無
く
て
は
困
る
も
の
や
当

た
り
前
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
書
き
出
し
、
そ
れ
ら
が
十
全
の
守
護
の
ど
の

働
き
に
当
た
る
の
か
を
考
え
た
。
そ
の
後
、「
親
神
様
の
ご
守
護
と
お
つ
と
め

の
大
切
さ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
な
が
ら
お
話
を

行
っ
た
。 

　

研
修
会
の
参
加
者
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
学
担
や

の
ス
タ
ッ
フ
を
務
め
る

HARP

GAKU

方
が
主
な
対
象
だ
が
、
学
生
や
ス
タ
ッ
フ
を
送
り
出
す
教
会
長
さ
ん
や
、
毎

年
こ
の
研
修
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
年
配
の
方
な
ど
も
お
ら
れ
、
伝
道
庁

は

歳
か
ら

代
ま
で
の

名
、
ノ
ル
デ
ス
テ
芳
洋
教
会
は

～

歳
ま

18

80

59

17

73

ブ
ラ
ジ
ル
伝
道
庁
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
研
修
会
出
向
報
告 

副
委
員
長　
　

越
智　

久
輝 

---------------------------------------------------------------------------------

青　

空 

布
教
の
家
東
京
寮
に
行
か
せ
て
い
た
だ
い
た
時
に
、

代
の
男
性
に
出
会
い
ま
し
た
。
話
を
さ
せ
て
も
ら
っ

90て
い
る
と
、
と
て
も
気
難
し
い
方
で
、
今
ま
で
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
や
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
、
訪
問
の
看
護
師

さ
ん
な
ど
家
に
出
入
り
す
る
ひ
と
は
、
み
ん
な
気
に
入

ら
ず
に
追
い
返
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
私
が
訪
ね
た
と

き
も
「
い
い
若
い
も
ん
が
、
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
な
い
で
、

働
き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
何
度
も
通
っ
て

い
る
う
ち
に
、
お
さ
づ
け
を
取
り
次
が
せ
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
胃
の
調
子
が
悪
く
あ
ま
り
ご
飯

が
食
べ
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
お
さ

づ
け
を
取
り
次
い
だ
次
の
日
は
「
昨
日
は
ご
飯
が
食
べ

ら
れ
た
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

布
教
に
出
る
前
は
、
自
分
に
は
知
恵
や
徳
分
な
ど
何

も
な
く
、
役
に
立
た
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
元
気
な
体
を
お
借
り
し
て
い
る
こ
と
、
お
さ
づ
け

の
理
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
、
と
っ
て
も
あ
り
が

た
い
の
だ
と
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ヘ
ル
パ
ー

や
看
護
師
な
ど
特
別
な
ス
キ
ル
が
な
く
て
も
天
理
教
の

お
兄
ち
ゃ
ん
と
し
て
必
要
と
し
て
も
ら
っ
た
日
々
が
自

分
の
信
仰
の
元
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

人
材
育
成
部
本
部
ス
タ
ッ
フ　
　
　

川
村　

信
明

-------------------------------------------------------------------------------
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